
厚生労働省福島労働局発表 
 

 平 成 ２５ 年 ４月 ２４日 
  

 
担

 
当

福島労働局総務部企画室 
室  長 新 国  誠 
室長補佐 針 生 達 矢 
電  話 024-536-4600（代表） 

 

 

福島大学生が福島労働局に研究成果を報告 
～学生の視点から福島の雇用問題などをレポート～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福島大学で労働法、社会保障法を学ぶ福島大学行政政策学類・長谷川ゼミ（長谷川珠子准教授）

の学生が、福島県をめぐる雇用などの諸問題について早稲田大学と共同で研究活動を行い、その研

究成果（レポート）をブックレット「ふくしま・震災後の生活保障 大学生たちの目でみた現状」

（早稲田大学出版部刊・別添チラシ参照）として出版した。 

 

 福島労働局は、上記の研究活動に対し、福島の雇用に関する資料の提供や、雇用情勢の説明など

について協力した。 

 

 レポートの出版にあたり、長谷川准教授及び福島大学生が福島労働局を訪れ、下記のとおり、レ

ポートの内容や研究にあたっての感想等を報告することとなった。 

 

 福島労働局からは、河合労働局長をはじめ同局幹部・職員が出席し、学生の報告を聴くとともに

質疑応答や懇談を行う。 
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 平成 25 年 4 月 26 日に、福島労働局（河合智則局長）において、福島大学行政政策

学類・長谷川ゼミ（長谷川珠子准教授 労働法・社会保障法）の学生が、福島の雇用

などの諸問題に関する研究成果のブックレット出版報告を行う。 

 福島労働局からは河合局長をはじめ同局幹部・職員が出席し、執筆者の学生と懇談

する予定である。 

 

 １．日 時  平成 25 年４月 26 日（金） 15 時～ 

 ２．場 所  福島労働局４階会議室 

 ３．次 第  

   (1) ブックレット贈呈（学生代表→河合局長） 

   (2) ブックレット紹介 

   (3) 質 疑 応 答 



早稲田大学出版部 新刊案内 （2013年4月10日発売予定） 

ふくしま・震災後の生活保障 
大学生たちの目で見た現状 

早 稲 田 大 学 法 学 学 術 院 教 授 菊 池 馨 実 ［ 編 ］

早 稲 田 大 学 菊 池 ゼミ＋福 島 大 学 長 谷 川 ゼミ ［ 著 ］
            定価 987円（税込） A5判・並製 135頁

 

  
 

 社会保障法、労働法を学ぶ早稲田大学、福 

島大学の学生たちが、福島をめぐる教育、コ 

ミュニティ、雇用、介護など人々の生活実態 

を詳細にレポート。そのほか、交流会を通じ 

ての両大学学生の意識の変化も描かれる。 

 未だ混乱が続く福島。福島再生のために必 

要な行動は何か。大学生ならではの瑞々しい 

感性で問題の本質に迫る。 
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